















10:00～12:00   講義 「単一分子の電気伝導度を測る〜分子エレクトロニクスのめざすところ〜」 












13:30～18:00   高大連携企画 セミナー「新教育課程における高大接続」 
   
13:30～13:40   挨拶 大阪大学基礎工学研究科 研究科長 狩野 裕 
13:40～14:00   新教育課程とは 大阪大学全学教育推進機構 特任教授 川内 正 
14:00～14:40   高校が大学に求めるもの（物理） 大阪府立豊中高等学校 教諭 堀田 暁介 
14:40～15:00   休憩 
15:00～15:40   高校が大学に求めるもの（化学） 大阪府教育庁 主任指導主事 重松 良之 
15:40～16:20   大学が高校に求めるもの（物理） 大阪大学理学研究科 准教授 浅野 建一 
16:20～17:00   大学が高校に求めるもの（化学） 大阪大学理学研究科 副研究科長 中澤 康浩 
17:00～17:15   休憩 
17:15～18:00   参加者全員による討論 















13:30～15:30    講義 「超伝導の起源 ～仲のよい電子たちと仲の悪い電子たち～」 
           大阪大学理学研究科 教授 黒木 和彦 
超伝導はゼロ電気抵抗やマイスナー効果など、その顕著な性質から研究者たちを魅了し続ける。超伝導は通
常、極めて低い温度で実現するが、より高い温度で実現しようとする努力が世界中で行われ、銅酸化物や鉄
ヒ素系などの高温超伝導体が発見されている。超伝導は、クーロン力で反発しあう電子間に何らかの要因に
より引力が生じてクーパーペアと呼ばれる対をつくることで起こる。講義の前半では、なぜクーパーペア形
成が超伝導に結び付くのかを概説する。講義後半では、銅酸化物や鉄ヒ素系超伝導体では、クーパーペア形
成にとって不利な要素であるはずのクーロン反発力こそが超伝導の起源である可能性が高いことについて触
れる。 
 
 
 
